
補足:16の推進計画（2）

SAVS(Smart Access Vehicle Service)の
地域展開とサービス連携

・新交通プラットフォームサービス SAVSの道内での社会実装の促進と異業種
サービスへの展開

・SAVSに関する産学連携体制を強化

㈱未来シェアの実証実験車両

地方都市圏への
MaaS(Mobility as a Service)の社会実装

・地域ニーズと設定価格・サービス内容等との適正マッチングとサービス認知度の向上
・室蘭MaaSの鍵となる既存公共交通の有効活用の検証

企業連携による実証

地域の再生可能・
自立型エネルギーシステムの構築

・多種燃料に対応するマルチ燃料エ ンジンによる産業型直流ナノグリッドの開発
・地産地消自立型エネルギーの活用により、日常や災害時にも強靭な持続的
地域社会の構築

マルチ燃料エンジンによるマイクログリッド

・地域資源をエネルギーとして最大限活用し、環境負荷を低減した食料生産
システムの確立

・ICT等の活用による取り組みの見える化と新たな地域の価値創出、および
地産地消で自立的な分散型社会の構築

地域エネルギーによるカーボンニュートラルな
食料生産コミュニティの形成

R3新規

共創の場のイノベーション
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地域社会のスマート化・
再生可能エネルギーの活用



補足:16の推進計画（3）

脱炭素を実現する
サスティナブル醸造研究教育拠点

・ワイン産業における持続可能な脱炭素醸造施設に関する研究開発の推進
・多様なステークホルダーが最新技術・経営・環境を学べる産学官地域連携
の研究教育拠点の形成

ビッグファーマーズと共創する
植物油由来資源利用活性化

・ω３油を含む荏胡麻や亜麻等の搾油などの工程から派生する
未利用資源の活用や６次化を推進

・植物由来資源有効活用実証研究プラットフォームの構築

Ω３含有油販売

北海道天然資源の利活用による
新産業の構築

・室工大独自の天然植物抽出物ライブラリー、
活性評価システム、試験圃場等の基盤の活用

・「道産天然資源由来の脳機能維持機能性食品の開発」を加速する
企業・大学・公的機関・自治体が参画した開発プラットフォームの構築

大学内試験圃場

農・畜・水産融合型資源活用
システムの構築

・農業・畜産・水産分野から排出される未利用・低利用資源から、
高付加価値の食料資源を創出する複数プロジェクトの連携:
チョウザメ養殖、海藻の酪農飼料化など

・食料生産のプラットフォームの構築と食料基地化

オカラ発酵物から試作したケーキ
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環境との両立による
持続的な食料供給



補足:16の推進計画（4）

こころとカラダのライフデザイン

R3新規

・こころとカラダの理解、リスペクトを育むプレコンセプションケアを推進
・腸内環境等の研究から、若者向けの新しい“こころとカラダの健康診断”の構築

北海道発航空宇宙システム実証拠点の形成 ・フィールド実証を伴う飛行実験やロケットエンジン燃焼試験などの萌芽的
共同研究をベースに、航空宇宙システムのイノベーションをめざした開発
プラットフォームの構築

札幌・北海道スタートアップ・
エコシステム推進協議会との連携

・GAP資金の提供等の起業活動支援を通じて、スタートアップや事業化
をめざす研究シーズを基礎研究の段階から発掘

・「札幌・北海道スタートアップ・エコシステム推進協議会」と連携し、スター
トアップ創出から事業化支援へとシームレスに支援する基盤整備

宇宙ビジネスの成⾧産業化への取組、
産学マッチング

・「北海道宇宙関連ビジネス創出連携会議」と連携し、産学融合プロジェ
クト創出に向けたマッチングを推進

・札幌市や北海道と連携して、バイオ産業へのものづくり企業やIT企業の
参入を促進、デジタルヘルス分野への展開

タービン駆動用ガスジェネレーター

アクセラレータプログラム・デモデイの様子
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成⾧産業・スタートアップの創出

健康で社会参加できる
共生のまちづくり



地域課題起点プロジェクトの立上げ

・ 道内主要機関の重点施策と連携し、地域の課題発掘から
課題解決（技術開発、ビジネスモデル、体制 など）に取り組む。

1. 地域訪問による課題把握とソリューション検討

47の提言からのプロジェクト化可能性を検討

2. 道経連「2050北海道ビジョン」 の具体化

3. 推進計画の地域課題解決への展開

道庁 「地域懇談会(6地域)」
全地域参加

経産局 「基礎自治体連携(5自治体)」
全自治体訪問

・道経連と意見交換を開始

・課題の１次リストアップ
・地域・業界関係者を交えた
プロジェクト化の検討開始
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２



地域課題の１次リストアップ（抜粋）

＃ 課題 ・ キーワード 地 域

1 酪農の軽労化® 省力・自動化、温暖化ガス、飼料・敷料、家畜福祉 など 帯広・根室

2 畜産バリューチェイン 安心安全、防疫、飼料、環境負荷 など 帯広

3 林業DX 林業サイクル、トレーサビリティ、SCM、労働環境、認証 など 旭川・釧路

4 持続可能な水産業 養殖、海洋環境変化対応、マリンIT、優良種苗 など 函館・釧路

5 寒冷地防災 除雪、暴風雪等予測、広域防災、気候変動対応 など 北見・室蘭

６ 遠隔地医療システム 遠隔診断/治療 、病院間連携、医療情報統合 など 全道

７ 地域電子通貨 地域電子通貨ｘ地域産業、コミュニティ通貨化 など 全道

８ 次世代人材育成 人材育成・定着、雇用創生 など 全道
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・ 地域のキーマン、業界関係者など も交えた検討チームを
案件ごとに編成し、プロジェクト化の戦略検討中



共創基盤の構築

16

活動
(コーディネート)

環境

組織

人材育成 地域課題解決事業創出

企画・戦略チーム
チーム
作り

PJ
起案コーディネータ

オーソライズ機関

コア機関 機 会

資 金

ニーズ
シーズ
課 題

大学

自治体 市民

道外

企業・金融
サポーター

・ 北海道に適した共創基盤を、組織／環境／活動 などの観点から検討

３



各種広報媒体・イベント等による情報発信
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ホームページ・SNS

ホームページ、Facebook、noteで
幅広い層に対してすばやく情報を発信

動画

ユーザー数の多いメディアで拡散を
意識した情報発信

普及セミナー

事業の認知・理解促進をめざした
オンライン・オフラインのハイブリッド
セミナーによるPR

広報資料

事業の全体像や正確な情報を発信

イベント・展示会等への出展

多数の来場者が期待できる
イベントでのPR

超異分野学会

オープンイノベーションのきっかけ
となる繫がりとPRの場を提供



1. 「チャレンジフィールド北海道」 とは

2. 令和３年度の振り返り
2-1. 大学シーズ起点の 「事業創出プロジェクト」 立上げ
2-2. 地域課題起点の 「課題解決プロジェクト」 立上げ
2-3. 共創基盤の構築
2-4. 普及啓発・広報

3. 活動事例


